事務連絡
　令和７年12月26日

関係団体 会員各位
　　　　　　　　　　　　　
環境省東北地方環境事務所 資源循環課

令和７年度東北地方資源循環自治体フォーラムの開催について（ご案内）

資源循環の推進につきましては、日頃より多大なる御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
環境省においては、令和６年12月に循環経済に関する関係閣僚会議（第２回）で決定された「循環経済への移行加速化パッケージ」に基づき、循環経済（サーキュラーエコノミー）の移行に向けて各般の施策を推進しております。
　この一環として、廃棄物等を資源として有効に活用し、付加価値を生み出し、新たな成長につなげ、新規ビジネスの創出、地域課題の解決や地方創生につなげるため、先進的な自治体や企業の取組事例の情報共有を行うとともに資源循環のテーマごとに自治体と企業が意見交換できる「令和７年度資源循環自治体フォーラム（地方版）」を、全国６地域で開催いたします。
東北地方では下記のとおり、宮城県仙台市で開催いたしますので、参加くださいますようお願いいたします。
なお、オンライン（ライブ配信）でも視聴いただけますので、よろしくお願いいたします。

記
１．日時
　　令和８年１月19日（月）13時～17時（会場受付開始12:30）
[bookmark: _Hlk215145207]２．会場
「エル・パーク仙台」５階セミナーホール
宮城県仙台市青葉区一番町４ー11ー１　141ビル（仙台三越定禅寺通り館）内
　　会場：エル・パーク仙台 | 仙台市男女共同参画推進センター
[bookmark: _Hlk215145283]３．共催
環境省、環境省東北地方環境事務所、宮城県、仙台市、 ３Ｒ・資源循環推進フォーラム
４．内容
第１部 (13:00～14:00）
◆基調講演
①最新の資源循環の政策・予算について」　６府省庁
（環境省、経済産業省東北経済産業局、内閣府（地方創生）、消費者庁、農林水産省、国土交通省）
2 サーキュラーエコノミー時代における廃棄物処理の位置付け
ＢＵＮ環境課題研修事務所　長岡文明 氏
第２部（14:05～17:00）
◆先進事例紹介（個別３テーマ）
テーマ１：自治体と事業者が連携したプラ回収・再商品化の推進
・花王株式会社（市民参加型のつめかえパック回収活動「RecyCreation」）
・仙台市（製品プラスチック一括回収・リサイクル）
・環境省
テーマ２：小型家電リサイクル・リチウム蓄電池等の適正処理の推進
・株式会社Ｍｏｇｅｅ（廃車EVバッテリーの蓄電池再利用）
・環境省
テーマ３：食品ロス削減・食品リサイクルの推進
・appcycle株式会社（廃棄りんごの残渣を活用した合成皮革）
・（一財）みらい創造財団朝日のあたる家（農業・漁業残渣の堆肥化）
・環境省
◆意見交換ブース（会場参加のみ）
自由に意見・情報交換していただけるよう、会場にご出席の方との意見交換ブースをテーマごとに設けます。

　　※周知用に別添のチラシ及びポスターをご活用ください。

５．定員・参加費
　・定　員：100名程度（先着順）
・参加費：無料（会場・オンラインともに事前申込制）

６．参加申込
本フォーラムへの参加を希望する方は、下記、資源循環自治体フォーラム特設サイトから令和８年１月12日（月）までにお申込みください（ライブ配信含む）。

＜資源循環自治体フォーラム特設サイト＞　https://www.jwrf.or.jp/SJJ-forum20260119.html
　　　※ページ下部に参加申込フォームがございます。

※ライブ配信では、第１部及び第２部の先進事例紹介まで視聴いただけます。
（第２部の意見交換は、会場の方のみご参加いただけます。）
＜担　当＞
環境省東北地方環境事務所 資源循環課
電  話：022-722-2871
課長補佐　佐藤 和美
  調査官　　富倉 佑衣


